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皮膚をみる人たちのための化粧品知識

人はなぜ化粧をするのか
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Abstract
Why people wear make-up is a fundamental and wide-ranging question. Make-up and skin care have evolved over the 

course of time through the influence of society and culture. Having undergone many changes, the term “make-up” has become 
a word that encompasses numerous meanings and concepts. In an attempt to answer the question why people wear make-up, 
this paper first analyzes what constitutes make-up from the viewpoint of make-up activities and the meaning of make-up, then 
it traces the changes in what comprises make-up in Japanese cosmetic culture. Lastly it examines modern make-up from three 
perspectives: the allure of women’s appearance, the effects of make-up, and the interpretation of beauty culture.
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1. は じ め に

化粧の起源は，人が社会生活を営みはじめたときにま
でさかのぼるといわれるが，いつ頃から，どんな化粧を
していたのかはいまだ詳らかではない。
古くは，およそ4万年前の旧石器時代の洞窟壁画に顔

に赤い顔料を塗った人物が描かれていたり，赤い顔料の
ついた人骨が発見されていることなどから，4, 5万年前
には化粧に類する行為が行われていたと推定されてい
る。
はっきりしている事例では，エジプトでツタンカーメ
ン王（紀元前1350年頃）の墓が発掘調査されたときに発
見された，動物性脂肪9，樹脂1の割合で処方されたス
キンクリームの痕跡の残った約3000年前の壷がある 1）。
古代エジプト時代にはすでに高度な化粧が行われていた
のである。
日本については，縄文時代に作られた土偶の顔面にあ
る装飾や5, 6世紀の埴輪の顔にある赤い彩色が古代の化
粧と考えられており，3世紀末に中国で書かれた『魏志
倭人伝』にある古代日本人の赤い色の化粧などの記述が
最も古い化粧に関する資料とされている。

化粧は古代から現在にいたるまで，世界各地のあらゆ
る文化のもとで行われ続けられてきた普遍的な行為であ
るが，長い歴史の推移とともに化粧方法や化粧の意味は
変わり続けてきてもいる。
現代の日常的に普及している化粧は，大きくはスキン

ケア，メークアップ，フレグランスに分類され，目的・
機能は，自己の身体を手入れ管理する《スキンケア》と
自己イメージを演出する《メークアップ》に分けて認識
されている。しかし，「化粧」ということを歴史的，文化
的，社会的視点で考察すると「化粧」という語句は，多
くの概念を含む多義的な言葉であることがみえてくる。

2. 化粧とは何か

長い歴史において社会や文化の影響を受けて進展して
きた化粧。化粧の構造を《どのような／行為》と《どう
して／意味》に分解して考えてみる。

2–1. 化粧行為の分類
広義での化粧行為を考えるにあたって人類学において
は次のように分類されている。
◇身体変工—身体の一部を加工する行為
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